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発展拠点としてのイベリア経済の特質

—— 国際経済発展史と類似性仮説——

白 石 孝

序

国際経済発展史のー断商として，欧州と新大陸の経済発展の連開メカニズムを史的に画こうと試 

み，その素描というべきものは，すでに『三申商学研究』19卷 2号に記したが，更に，その後,イ 

ベ リ ア半島の様々な特性を檢討するにつれ，それがラチン•ア リ力への抵民と発展のパターンを 

基本的に左右するものであったとと，そこにいくつかの新しい研究への緒ロがあるかの如く思免， 

これに関する草稿をしたためてきた。本論文は，この要旨をまとめあげたものである。

まず，イペリア半岛の地理的な特性は, 欧州的ではないぱかりかラチソ•アメリ力のそれに酷似 

していること,またスペインとポルトガルの地理的相違がそれぞれのラチン•アメリカへの对外行 

動様式を異ならしめる.ものであっ.たことを強調する。.一方，周知のようなイベリプ半鳥の民族史や 

その中でみられたキリスト教徒対回教徒の抗争の過程は，この独特のカルチュア"を形成させただ 

けではなく，その歷史的経験と地域的な差異がそのまま新大陸小征服や初期植民者の行動に反映し， 

植民地社会の構成を特異ならしめたものと言い得よう。本論文の第プ節は，主としてこの二つの点 

を明示しようとしたものである。これは筆者の提示する「類似性仮設J の一部をなすものである。

第二節では，スペインの産業の背景について，ムーア人の追放の経済的意義を技術.労働人口の 

点から指摘するとともに，産業 . 贸易の地理的考察，なかでも穀物•小麦不足と地方的過不足調整 

の困難さからするボトルネックをあげ，他方,当時の欧州における人口の増加需要拡大がスペイ 

ンの産薬繁栄のバック♦グラウンドをなしてV、たととを述べる。 '

第三節は, まずポルトガルに焦点をおいて，スペインとの対照を考慮しながら，その特徴を画く。 

地理的に, また産業の上でもかなりスペインに比して堆調で，回教徒影響もスペインはど強くな 

いが，北部と南部の偶造的相違がとこでは最も注目すべき特徴となる。そして，探 索 ~>務 民 培  

•">輸出というパターンの背景にふれ，これがプラジル植民地の座業社会的原型をなすとともに，マ 

ディル鳥からの鬼アフリ力沿岸航路発見のプロセスジ，探索~>奴諫輸入'~>栽培->輸出4 探索ー "̂*."**

— 16ひりめ— •
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発展拠点としてのイペリア経済の舞質 

の動態的フォームで示そうとするものである。

この論文はまだ麽史の専門的检証を得るまでにいたらないとはいえ，.国際経済発展史の意図した 

分析の流れが少しずつ明瞭になってきた研究の一里塚になると考えている。前出論文の素描から更 

にこの覚書へと発展したことについて，大方の御教示を得られるならぱ幸せである。

第16世紀から第17世紀にかけて，イベリア半島のニ国，スペインとポルトガルは，新世界と旧世
<1)

界とを結ぶ動的中心地として，まさに国際経済の重要な発展拠点をなすものであった0

もちろん, . これまでも，この両国の新大陸の発見と喜望III迁回の東印度貿愿航路の発見，これに

よる植民地賀易の世界史的意義は様々な角度から画かれてきた。ただどちらかというと，そのよう

な歴史的考察は，アラビア人やイタリア人の手に握られていた東方貿易の利を求めようとした欧州

諸国の新航路開拓というところにアクセントが置かれ，イベリア半島のニ国はそのパイオニプとし

て位置づけられており，二つの新しい世界が開かれることによる意義に関しては，これが欧州経済
( 2 )

の発展にどのような歴史的変革を与えたかが中心であったといえるであろう◊ それだけに，イペリ 

ア半鳥のもつ麼史的諸特性やラチン• アメリ力の発展史は, この歴史的流れからすれぱマイナー• 

タームである。しかし，今，擎者が画こうとしているイベリア半島，ラテン/ •アメリカ，北米，欧 

州の多角的な経済発展史の相互開係からすれば，むしろこの:i:ゥの直接のかかわりあいこそ重要な 

分析のプロ ローグをなすものである。そして，これにより，なんらかの新たな仮設が示され得るよ 

うに思われる。 •

まずここでイベリア半鳥それg 体の歴史的• 風土的• 文化的性格について考えてみたい0 実はこ 

れこそが国際経済発展史を大きく左右するものであったからである。 •

第一に，イベリア半島の地理的環境そのものは，欧州の中でもかなり特異な姿をもっていたと言 

い得よう。端的に言えば，欧州にあって欧州的ではないということになろう力、。それは海抜五百メ 

一トル以上の山地が五分の三を占め，平均高度はスイスに次ぎ，まさに山国である。フランス国境 

のピレーヌ山脈により丁度くびれたような地形に突出し，このピレーヌにつづいて, . 北方アッシリ 

ア及びガリシア北方に連るカンタプリア山脈が, ビスケー湾の南からプィt スチル師にわたり，中 

央部にはグァダラマ山脈がソリア地方から西に走ってポルトガルのロカ啊に連し,またオレタム山 

脈，南部のモレ…ナ山脈やシCCラ * ネバダ山脈がこれと同じように束西に走っている。そして，こ 

の ツ ラ • ネバダ山脈はジプラルタル海峡をわたってアプリ力のアトラス山脈に連なっており,全

注（1) 拙 稿 ria際経済発展史の価一欧洲と新大陸の経济発展メ力ニズム試論一J '三由商学研究19巻2号。 
( 2 ) 典型的なものはいうまでもなく大廣久雄r近 代 欧 洲 経 済 史 ぼ 説 .

— 17(107) ~—



; . y て' - . I ni i i H >1I I  i n … ■'11'-,|iM i ' I I i V i i i  .■ ■ ■ ■ i- rr ,''斤h i m . m ■ 广 - - - - - - - r r - ' ! . ^ T -

[三m学会雑誌j '/I卷2号 <197が(US)

休として，この半鳥は地中瓶と大西洋に面しつつ，多くの山脈によりとの間が幾重にもさえぎられ 

ていることを知っていかねぱならない。これは南北にわたる文化の交流を制約し,地方的よどみを 

生むゆえんをなすだけではなく，半島の;^業活動にも多くの特色をもたらすものであった。

河川はアラゴンの山地をぬって地中海に流れ入るエプロ河を除き，そのはとんどが大西洋に流れ 

込んでいる。しかも,メタホ河， ト、エロ河は半島の西方，ポルトガル河岸に開いている。ケダルキヴ 

ィル河が豊かなアンダルシア平原を潤していることは事実だが，総じてスペイン国内の河川は水量 

が少なく水運の便に乏しい。これは前述の山脈とともに，スペインの-'^つの経済的問題として交通 

のボトルネックをもたらすことになったととろで'ある。 .

気候は地方により著しく.異なっている。北部及び中央高原地帯は冬寒く’海岸への斜面地帯は温 

暖ではあるが，東部及び南部海岸地帯は夏が非常に暑い。夏期は北部地方を除き乾燥し，南部•中 

央部の炎熱は一層はげしく，東部ではしぱしぱ旱ぱつに悩まされるのが常である。この意味では， 

この半島の経済生活はかなりきびしく，その地方差による環境要因の作用を無視できぬものにして 

いると言えよう。 ’ '

こうして，イベリア半島の地理的環境はかなりの特性をもっているし，前述の如く，欧州的でな 

いと言えるけれども，同時に，これをみると多くの点でラチン*アメリカのそれに似かよっている 

ことに気がつくまいか。殊にスペインについては，まさにラテン. アメリ力的である。高山.寒冷 

な台地，亜熱帯の低地，多湿地帯と乾燥地帯など，おぶそラテン. アメリ力にみる風土であろう。 

多分，中南米を発見し，そこに移住した人々にとって，この地が母国と類似していると思わしめる 

としても当然であったもう。ハイチがスペインに似ているが故に，ユスパユオールと命名さ:れたの 

もそうだったし，メキシコに上陸し白亜の家屋をみてニュー• スペインとぶに至った史実もこれ 

を物語るとはいえ，多くの小征服者達の行励をみても，この地理的類似性があってこそ理解できる 

ところと言■い得る。3If実，ラチン‘• アメリカの鹿史家達は，こめ初期の発展史を特徴づけて「スぺ 

イン本国の海外県J と、ん これこそ，スペインの植民地形成が他の欧州諸国のそれ，殊《と北米と 

本質的に異なるゆえんをもたらすものであったと言っても過言■ではあるまレ。

’また，この地理的環境は後述するように，スペインとポルトガルの経済的差異をもたらしただけ 

ではなく，両国のラテン. アメリカへの対外的行動様式を大きく左右したものでもあったろう。こ 

の半鳥は大西洋と地中海に突出し，欧州 ‘ 地中海沿岸‘ アフリ力西海岸•新大陸ぺの多面にわたる 

資易を可能にした地形をもつが故に，沿岸地帯の滴業, 海運の発展を早くからもたらした点では， 

この両国はした条件にあるとしても，そのもつ意味なり経済的比重，歴史的条件では舆ナぶって 

いたというべきであった。第一に，地中海に面し南国的風士をもち，すでにイタリア諸都市の商人

注(^3) ん Curtiswilgus & Raul cl,Ea- Latin American History, 1903, p-19.

( 4 ) IVt • ピロ…ン==サラスrイスパメ •アメリカ文化史J 村江四郎訳，P.53 ‘

---\%(10&)---
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発展拠点としてg)イぺリア経済の特質 

• 激夫 • 船乗りなどの活動下に繁栄し,最もアラビア人回教文化の影響を受けていたスペインの沿 

岸译済と，直接大西洋に面し新大陸発見前は欧州大陛の最南端に位して，三方をスペインにまれ , 

ただ灰色の果しない海を相手としてきたポルトガルの沿岸経済とは自らその質を異にしていたとい 

うことである。第二に, その国士において，政治的に経済的にスペインはその中心は沿岸よりも高 

.原合地にあったというべく，^;れに对して, ポルトガルではその中心は沿岸都市にあり，内陸部の 

生活圏そのものが大西洋に結びっけられていたといえるのであった。これを今，端的な言い方で対 

.比するならぱ，スペイソは高原台地型でありポルトガルは沿岸里であ,った。これもまたラチン•ア 

メリカにおける両国の植民地形成の特徴的相違をもたらすものであったと言い得る。

ここで，更にわれわれはその民族史にも服をむける必要があろう。というのも，そこにもイベリ 

プ半岛の重要な特質があったからである。

歴史的に必ずしも明確ではないが，半鳥の民族はアブリ力北岸から紀元前三千年頃に来住したイ

ベロ族に始まるという。’これは後にこの半鳥を支配した回教徒達がrかっての故郷の一っI として
( 5 )

領有する有力な根拠としたものであった。次いで紀元前6世紀頃!;こ, . 北欧から大西洋岸にケルト族 

:が来住し，..中央部でこの雨民族が混血し，ケルチィベリア族を作っ'たが，’その後，フ'.ェ.ニキプ人， 

カルタゴ人が地中海沿岸に来て，それをローマ人が征服し，第 5世紀まで約600年間にわたる支配 

を続けた。それにより都市がっくられ，ローマ法，ローマの風習がうちたてられ.ると共にキリスト 

教が伝来した。しかし，ローマ帝国の衰微にともないアリアン系のヴィンゴード族が支配者となり， 

前記のケルチィベリア族を庄迫した。それによりローマ的社会や制度は著しい変草を受けるに至っ 

たのである。そこに新しい侵入者をむかえる。これが回教徒アラビア人である。

彼等は711年にイベリア半鳥に侵入して来たが, 7年後にはアストリアを除く全土を支配し，オ 

マイア王朝が樹立されたが，これは第10世紀には完全にその文イヒをとの地に定着させていた。と同 

II時に，この民族史はその多彩な民族の構成から割拠性をもたらし，キリスト教徒対0 教徒との闘争， 

これを通レてのキリスト教主国の成立，その統合と紘大の歴史をっぐり出すのであった。イベリア 

半鳥にみるこの地方割拠性は，もちろん前述の地理的環境にもよるが，往来したアラビア人き体で 

すらも，オマイア王朝にみる如く，本来，割拠性が強いという特色をもっていたことにも遠因する。 

この回教徒に対するキリスト教徒の抗争は, すでに910年にレオン,ナヴィラ, バルセロナ請主® , 

を生み，更にその後，スペインの中心をなすに至るカスチィア王国がっくられ,ポルトガルがその 

地を.次第にこの丰鳥の一 隅̂に割することによって，キリスト教譜王国をこの半鳥の中に割拠せしめ 

る結果となった0 第12世紀にはレオンとカスティア壬国が統合し，アラゴン王国がその周辺を併合

注（5 ) アミづレ• アリT回教史j 塚本五郎‘ 武兆武夫訳，P. 418.

( 6 ) との歴史的特色は，かなりffi耍な遺産となるし，ラチン•アメ 9 力での行動様式をみる場合でも考慮さるべきであろ 

う。rアラピア人资族は独殺政治を憎んだ。 これが準賞頼政治小®家の速邦にして, 冗いに戦いたい時に戦い，北;^キ 

Vスト教侵略者の危險が大きくなるという場合には01結するよう望んだJ アミ一ル♦アリ前揭書P. 419.
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し，半島の約半分はキリスト教王国となった。第15世紀後半，このキリスト教ニ大王国，カスティ

アとアラゴンが併合し，回教徒はグラナダに庄縮され，遂にイベリア半島から放遂されるととにな

る。ここに歴史的抗争は終了するに至るが，その過程は欧州の中にあってもイベリア半島のニ■が.

異なった雁史をもつことによる様々な特性を加える背景をなすものになったので'ある。

かくしてスペイン人といってもまず多様である。皮膚が駕色で眼の黒い中央部のカスチィア人，

☆髮碧眼のケルト系の冬い西北部のガルシア地方，他民族の支配を受けることのなかったバスク族.

の住むフランス国境，最もイべリア的といわれるアラゴン族や南仏的要素の強い地中海沿岸の力タ

ラン人など，いわば千差万別であるが，この長い錯雑な民族史を通して掠争• 支配 . 融合の結果，

一応キリスト教王国として統一されてもなお，この割拠性からするそれぞれの地方の行動様式の相i

違はまぬかれ得なかったところと言えよう。同時にこの民族史は，この文化に幾層にも接ぎ木され.

た独特のものを幾した。実はラチン. アメリカのスペイン人の小征服者達や移民をみるとき，それ-

が母国のこ うした歴史的経験そのものをかなりよく投影していること，そこにも地理的環境ととも.

に類似性を考えることができると言わなけれぱならない。 '

事実，これらはラチン• アメリ力の植民地時代の特徴を形成するものとして例諷される0 たとえ.

ぱ，植民地行政機構はその設置された自治体がカズティアの前例にならったものであったし，地城:

全体に普及したエンコミユンダ制は本国スペインの封建制度に由来する制度移殖にほかならなかっ

たが，一層，右の民族史の投影と思われるのは，新大陸スペイン植民地がrアンダルシア的色彩が.
( 7 )

濃厚」で、あづたといわれることである。1492年から1592年までの植民数は，アンダルシアが1,915.

名，カスティア.レオンが1,797名で大半を占めているが，すでに民族史でわかるように，このア

ンダルシアは最もアラプ的影響を受け，長い混血の歴史を持っていただけに,その行励様式や社会

的逸好は，そのまま小征服者達の行為に反映したし，その後の植民地社会の構成を左右したもので

あったと言い得る。また，同じスペインの植民地でありながら，ラテン• アメリカでの地方的対立.

の存在そのものは，本国の割拠性の投影にほかならなかった。海岸の住民と高原台地と暑熱帯，寒:

冷地带のそれとは互いに反目しあい，カスティア人，バスク人，アンダルシア人の対立もそのまま
( 8 )

との地に持ちこまれたのであった。 ‘

こうした特徴は，しばしば北米との植民の相違をもたらすものとして強調されてきたが，ここに 

述べた観似性の多くは,•■スペイン人であったことが以後の歴史をアングロ • ザクソン的北米のそ. 

れと與ならしめたもめであったJ とする以上に，国際経済発展史を大きく左右し，かつイベリア半

注（7) 113中耕大郎rラチン*アメリカ史概説j 上巻，pp. 158-159. ,

( 8 ) これについてはIB中餅太郎前得書190貝 は rスペインが長年の問に地理め環填から養われfc個人ホ-義的精神は射大陸’ 

において一®誇張して発揮せられたのであるJ と説明する。しかし，そのカスティア人，バスク人-アンダルシア人の 

対立は，ネ搞のように更に歴史的な背景をもつものであり，今後よりニ層の檢ねを必廣もするところである<； '

( 9 ) 前搞 rイスバノ *アメリカ文化史J はこの差異を锁調するところに特徴がある。しかし,スペインの中世風の価俯御
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-発展抛点としてのイぺリア経済の特質 

鳥をこの視点から史的に理解する董耍な前提になると言い得るであるう

イベリアニ'[̂ 島のこれまで述べてきたような塊理的環境や民族史は，その産業の発展や贸易を著レ

く特色のあるものにもしていたのである。

少なくとも第15. M世紀のイぺリア半鳥の経済は，他の欧州諸国ど比較して，んなり先進的であ

った。産出物の上でも多様であり，技術的にも進んでいたことは事実である。しかし，その多くは，

長いアラビア人の支配のもとで，特に披等の文化と技術に依存してきたものであった。このことは，

スペイン経済の理解にk 欠くべからざるものと言えよう。実際，第15 . 16世紀に，回教徒の追放に

よってキリスト教主国が統一され今日のスペインやポルトガルが成立し,新大陸への遠心的拡大が

あった時代, イぺリア半島が;発展抛点としての経済力をもっていたというものの，次の世紀にはす

でに衰退にむかってしまう歷史的結末には，この回教徒の追放それ自体の作用をみのがすことがで
(10)

きないからである。

イベリア半島では，プラビア人はあらゆる面で先進民族やあった。土質に適する穀物の選択，そ 

れぞれにあう肥料や投肥方法の知識をもって，彼等は農業をたくみに開発したし？不毛な土地を沃 

野にする技術を伝えてきた。ヴァレンシア地方のょルチャルには大きな挪子林が作られたし，アラ 

フェラ附近には多量の米作がおとなわれ，甘庶と木棉はオリヴァとガンディアで，葡萄がヘラスと 

グラナダ，あるいはマラカで栽培されるといった多様な農業が彼学の手によって移植され，発展せ 

しめられたのであった。毛織物についても，藍で黒く染める技術を発明し，冗その他装飾*食器類 

の陶器製作においては，その技術は高度に優れたものであった0 また皮の揉，調整，染色，裝飾加 

エに至っては著名であった0 火薬 • 砂糖 *紙 • 娟もスペインにもたらし，その産物に仕上げたのも 

彼參である。まさに，イベリア半鳥，殊にスペインの産業は，こうしたアラビア人の文化と技術の 

上に発達してきたと言ってさしつかえない。

このような民族的影響とともに，イベリア半鳥の産業• 賀易を特色づけたものは，その地理的環 

境である。前述もしたような地形• 気候から，産業のロケーションが大きく左右されている0 まず 

注目されるのは山岳地帯の鉱産物である。対仏国境のピレーヌ山脈には，鉄 *銀 . 銅が産出し，モ

の移植や殊にrさらに向うへJ (Plus U ltr a )の精神構造を問題にする。こうしたラチ' / • アメリカと北米の歴yi的対 

比は, いずれ国際経済発展の新たな被点のもとで整理し直してみる耍があろう。 ’

注（10) Jaime Vices Vives, The Decline of Spain in the Seventeenth Century, from the Economie Decline 

of Empires, edited by Carlo M. Cipolla, 1970. pp. 133-135.ムーア人の迫放がいかに農業技術を卞させ，人 

ロの減少を通じてrスペインに取返し不能な損失を与えたJ 力、， また.地域的にはアラゴン力:このダメ一ジを⑩くうけた 

史突が指摘される。しかし， とれが同時にスペインの産業技術，生産性への全般的影響を及ぼしたことは推測に難くな

い♦ 園’
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レ'-̂ナ山脈やシ:Cラ * ネバダ山脈にも同様の鉱産物がみられ，ビスケー湾の南に走るガンタブリア

山脈東端にも鉄を産出する。そのため鉄産業はバルセロナやリポール，セヴラなどにも広がってV、

るが，大西洋沿岸のオビュド• ビルバ附近は，特にこの産業がま中している地方としてすでに有名

であった。これは当時の;I t々な器具や刀剣類，船骨 . 船具などの原料をまかない，かつスペインの.

貿易品として，その特産物の一つに数えられていた。同時に，こうした鉄や銀の鉱業が発達してい

たことは，スペインによるラチン• アメリ力での鉱業開発を可能にしたもので、あったと言い得る。

これは自山鉱が少なくその技術を持ち得ず，産業的に沿岸型農漁業国のポルトガルと対照され，両:

国の対植民地行動様式の差異をも形づくる背景の一つとなったと言■ってさしつかえないであろう。

この山岳にはさまれる中央台地には，羊牧が盛んであった。ピレーヌ山脈の南側，北部レオン附

近はもちろんのこと，丁度，マドリッドを囲む中央部は羊牧地であったし，そこここの高原台地に

広範に营まわれていた。羊毛は当時のスペインの特産物の一*つであり，欧州でもイギリスと競争し

得る地位にあったとみなされている。もっとも, これらの羊牧地はその地方により気候がかなり異:

なるため，夏 • 冬とそれぞれの季節に限定されナこ羊牧がおこなわていたこと，またいずれも山岳

台地で，その主たる位置が中央部にあって，これを輸送する道路とその跑離上の不利はいなみ得ぬ
(11) ’

ところであった。毛織物は，従って羊牧地に近く中央部に集中していた。

地中海沿岸は，前述もしたよりに多彩な農漁業産地で，砂糖 . オレンジ• オリープを産出するが,.

その内陸部，殊にバルセロナ，ヴァレンシアの奥に広がる山岳側面の岩塩は，すでに欧州の生活必

需品i して，’ その重要な供給源となっていたのである。，

さて，第13世紀から第15世紀にかけて，スペインの資易路線は地中海貿易と大西洋貿易とに分け

られるが，欧州との賀易からみれば，その路線は三つから成る。カスティア貿易，北方貿易，ハン

ザ同盟貿易であった。しかし，ここでもスペインの地理的特質から，それぞれの地域はこの賀易路

線Vこ各々特色をもっていたとH い得る。たとえば，東部アラゴン• 南部のムルシア地方• 南西部の‘

アソダルシア地方は，地中海賈易を，そして北部のオールド• カスティア地方は，カンタプリア海
(12)

を通して欧州北部との貿易をいとなみ，フランダースでハンザ同盟に結ばれていた。スペイン資易 

に関しては後に詳述するが，第16世紀の輸出入品をみると, 前記のような産業の発達に照応、して多 

様である。主たる輪出品は，羊毛 . 塩 • オリ一プ油• 洋紅材料• 鉄 *動物皮革で，輸入品には毛織 

物 . 麻衣 ‘ 雑賃♦書籍 • 紙 • 小麦などであった。ただ，との輸入品にしても，決してスペインが欧 

州諸国に比べて劣っていたからではない。毛織物生産でもイタリアと充分競争し得たし,ポルトガ 

ルに輸出していたし，その染色技術の上では優れていたといわれる。また輸出品としても，との外

注(11) Jaime Vicerts Vives, The Economies of Catalonia and Castile,, from Spain in the Fifteenth Cent­

ury 1369-1616/ edited by Roger Hlghfield, 1972. p‘ 39.

(12) Jaime Vicens Vives, An Economic History of Spain, 1969. p. 222.
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発展拠点としてのイペリプ経済の特質 

に，號轴 • アンチモユ一♦滑石 • 水晶♦硫黄サフランや, アンダルシア海岸で採れる珊蝴，カタロ 

ニア海岸での真珠などがあった。マラガ• グラナダ. ムルシア地方の觸は，国内市場の拡大に支え 

られて発展していたし，皮革穀品は，すでに述ぺたような技術により良質で,南欧を通し順調に販 

売されていた。北部の鉄産業は，第16世紀には技術進歩によって殊に重要な輸出産業の*^つになっ 

ていたのであるゎこれに対して, 当時のイギリスはまだハンザ同盟の商権下にあり，その率遺こそ 

が大きな課題になっていたぱかりか，産業の上でも，まだ農産物をホ心とL た後進国にすぎなかっ 

た。もちろん，以上のようなスペインの輸出入品をみると，かなり原料輸出，製品輸入の感がする 

し，，それだけに，今0 がらすれぱ，その貿易• 庫業構造は，後進国型と思われる力、も知れないが， 

当時の生産技術み上で，これだけの物を輸出し得ることま体，かなり先！進的優位性を示すものと 

いわなけ；Hぱならないのである。 .

しかし，他方，当時のスペインにとって重要な問題は，穀物，特に小麦であった0 山岳地帯の多 

い同国は，それはアンダルシア地方とアラゴン地中海沿岸の平野を中心に，またその一部は中央部 

台地に廣ホしていたが, 気候上，しばしば不作にあい, その場合の供給不足は，輸入にあおがざる 

を得なかったのである。その上, 地理的状況からしても，.輸送上の困難から地方的な過不足を調整 

し難いことはいうまでもあるまい。そしてこの輪入は,ハンザ同盟やプランスによるものであった 

が，なおとの場合,，それらは主としてオランダやイギリスの船舶により転送されてくるのであった。 

このことは，スペインの一^つの大きな経资発展へのボトル• ネックといわなけれぱならなかった。

産業の上で，穀物生産は,第1 5 .16世紀の農業の重要な問題点であった。当時の欧州全般もそう 

であった; その生産性は低く，たとえある地方の一部でこの改言をみたとしても，これは他に伝 

I tすることがなかったし, 他方，人口は黑死病による減退から回復し，更に増加の傾向をたどって 

いたから，食料は，,相対に供給不足をもたらしつつあったと言ってさしつかえない0 それだけに， 

スペインが欧州に依存しようとしても，こうした状況が内外共に生じていたことは,スペインま体 

の食糧需給の輸入による調整を困難にし，この制約が様々な面にあらわれつつあったことは事実で 

ある。そこで、もし客的に当時の状況から新大陸の発見と植民地に対する期待を考先るならぱ，そ 

0 —つはこの新しい供給源にあった害と言えるかも知れない。しかし，後述するように，実際のラ 

チン • ‘アメリ力への植民地に対するスペインの行動様式は，この期待とは別の方向に進み，むしろ， 

その結果として，との制約を層強めるものにはかならなかった。これに対し，ポルトガルではす 

て*に食糧間題を大西洋請島の開によって解決しつつありたのである。 .

今，第16世紀の新大陸からの影響を受ける前の欧州を改めてみると，少なくともまず大きな歷史
(13)

的経済基調の変化は，人口水準の回復と増加であった。1348〜9年cp黒死病以来，欧州の人口は一

注( 1 3 )人口の变イ匕の経済構造への影響については多くの研究がみられる。雄15世紀の欧洲経済と人口の度'イ匕に関しては，波 

辺国広 r戦後における社会妬済史学め発達j 社会経済史学* 1954年，20巻へまたPalph Davis, The Pise of the

, . —— miu) —
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時, ' 三分の一に減少したが，1450年から1480年にかけて,この人口水準は大部分の国で回復をみ 

せ，更に1460年から1620年の間には欧州人口全体' 倍増をみるに至っている。これは前述の如く土 

地耕作問題ニ食糧間題を発生させたが，なかんずく都市に余剰生産物の供給を困難にしたことから， 

農村家内工業の発展をもたらしつつあった方，この需給逼迫から穀物価格の騰貴を生じ，土地 

所有者の所得を増加させ，これらの階層め所得上昇にともなう消費水準の向上から，奢侈品的農産 

物，たとえぱ果物. 葡萄酒，また毛織物などの需要拡大をもたちして，とれがまた土地の使用方法 

の高級化. 多様化への生産シフトを誘い，更にその穀物の需給不均衡を招来するといった傾向を生 

じそいたとWい得る。さきにかかげたスペインの産業が繁栄し得たのも,こうした欧州の全般の励 

向によるものであったろう力;，しかし，イペリア半鳥ま体の経済も，次第にこの動向と帰を一にす 

るステップにふみ出しつつあったと言わなくてはならない。しかもそれは，スペインのもっている 

地理的環境や民族的特色より更に一層強められる必然性を含んでいたのであった。とれこそ後に新 

大陸との関係を檢討する場合，忘れてはならぬ重要な厘史的背景にはかならないのである。

これまで，イベリア半島の地理的環境や民族史の一端から，国際経済発展史を左右するに至った 

様々な背景を考えてきたが, そこでスペインとポルトガルの特徴的な相違にふれたものの，どちら 

かというと, スペインに説明が偏したように思われる。それ故に，このプロ ロー•グで改めてポルト 

ガルにスペインとのれ照を考慮しつつ，その特徴的な諸点を述べておきたい。

まずこのイぺリア半島西南端のポルトガルの地理的環境は，すでに述べたように，北部と東部‘ 

南部の3方をスペインに囲まれ，国土の東半山地はいずれもスペイン山地の延長であるという事実 

である。しかもスペイン力、らみれぱ，河川がポルトガル領に下り，その西海岸に開くものが多く， 

山脈も東西に走っている関係で，大西洋岸と地中海岸との南北交通が困難であり，もし，ポルトガ 

ルが®境を画さなかったならぱ，スペイン自体の地理的環境は变り，経済•文化の流動性を増した 

に違いなかったであろう0 よくいわれることである力；，スペインとポルトガルとの国境はま然的条 

件によらず設定され，民族史から定められたとはいえ,常にスペインからの力を受けるゆえんを 

なすものであった0

ポルトガルは, 四つの異なクた性質の丘唆地帯から成りたっている。 ド一ロ河以北はスペインの 

メセク台地の延長にあり，カンクプリア山脈が深く入りこんでいる最もきびしい自然辕境にあり， 

ドーロ河とタホ河の中間は小山脈がいくつか連っている丘險地帯,クホ河とサドウ河の間はスぺ

Atlantic Economies, 1973. p . 1 5 .スペインについズの奨態把!屋には近藤仁：̂1 r近世前期のズペイン人口に関する 

/ M j に評述されている。 ■
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インのエレラモレナ山地が傾斜している波状丘陵地帯で，最南部はアルガルプア丘陵地撒をなす6 

しかし，イベリア半島全般の地理的環境の際に述べたように,スペインの中央部がおおっているよ 

うな山岳台地とは異なり，大西洋岸にむかって広い丘陵の傾斜と平野がらナぶる点と，南北の氣候の 

差が大きいとはいえ，全般に典型的な海洋性気候をもち，欧州の中では最もめぐまれたものである 

点は，やはりポルトガルを理解する上で必要なことであろう。もっとも， 業の上では:^ペインと 

は対照的にかなり単調で, 農 . 激業が中心であった◊ そしてむしろ，その経済的基礎はリスボンに 

みるような資易にあったといってよい。その方向は勿論,対スペインと地中海賀易及び大西洋貿息 

であったが，ポルトガルの自主的貿易路線は大西洋賀易にあり，なかでもスペインとの政洽的明係 

より早くから，イギリス，フランスとの貿易依存度は高かった。これについては後に詳述するであ 

ろぅ。

ポルトガルの民族史は，イペリア半鳥のそれと同じではある力';,,二つの点でスペインとの相違を 

みる。一つは回教徒からr本土の回復」を計った運励が北西部よりの南下という形でなされたこと， 

二つにこれと闕連するが— マ風の社会的開係が温存され，回教徒の影響がスペインはど強くなか 

っ たことである。ポルトガル王がカスチィア王から独立し，プルゴーニ ュ 朝を開いたのは1143年で 

あり，その後，.回教徒から南部想還を計ってきた過程で，北部にはプランドル移民が盛んに誘致さ 

れている。これはロー マ風の強い北部の文化的特色を' く力たゆえんをなしたが，その農業形態は 

自由農民制で，回教徒の支配の強かった南きだの巨大なI：寸建贵族領制とは異ならしめることにもなり， 

ポルトガルの二重構造を招来することになったとみられている。第13世紀後半，早くもイスラム君. 

主的中央策権下に統一*され，カスティア王国との封建的関係が打切られ，イギリスとの賀易開係を 

深めていった。そして，ポルトガルはリスボン，オポルトの海関税収入に大きく依存するようにな 

ると共r , 農業が軽視されたという。しかし，ここでポルトガルの1世紀にわたって展開されたア 

フリ力西海岸の探索と喜望[!$迁回航路め発見についての背景として，'またその過程にみられる行動 

様式，ひいではラチン.♦アメリ力での植民地形成の特色をもたらしたものとして,こうした環境か 

らの関係条件を改めて見直しておく必要があるように思う。 ，

第一に，資易路被の自主的拡張がアフリ力西海岸,に志向されたのは，填純にいえば色の大西洋 

に面L , 東にスペイソの山岳とその政治的庄力を受けてきたという地理的♦政治的環境にもとづく 

なにものでもないかも知れない0 欧州賀1!̂ にしろ地中海貿易にしろ，スペインとは異なった不利な 

条件にあるポルトガルにとって，最も可能性のある拡張は大西洋を西に探索するか，ブラリ力大陸 

に沿ってゆくかいずれしかなかったことは当然であろう0 前者がアソレス諸鳥であり，またマディ 

ラ鳥の発見であつた。後者がやナリア諸鳥を経てボジャドール卿を廻るアプリカ西海岸への探索と 

なる。 ’ .

第二は， とのように探素の : デ景には , さきに述べたようなポルトガルの産業構造，即ち南北のニ

—  2 5 0 /5 )—
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重構造の対立を含みつつ農業= 輸出といった姿と，当時の欧州における所得水準の上昇,これにも 

とづく砂糖• 葡萄溜の需要の増大, マーヶットの拡大とがあったということである0 歷史的には，

しぱしぱポルトガルの地理的発見が東印度賀易航路にあるとされるが，これに直ちに眼をむけてし 

まうことは決し't:妥当ではない。言望條発見まで約1世紀を費しており，実際，ポルトガルがおこ 

なったととは海外諸島の地理的発見，そしてことへの移民一栽培一輸出というプロセスをたどり， 

アプリカ西海岸の探索へのステップとなっていたからにはかならない。むしろ，このことが歴史的 

に改めて注目すべき事柄というべ^ なので、ある。事実，1415年のセウタ占領を除いて，1418年のポ 

ルト . サン岛の亮見は® 民に適しているという報告をともなっていたし，その後ここからマディラ 

鼻に移住をみて, その大半漠業用に開かれ，砂糖きびや葡萄が盛んに栽培されている。しかもこ 

れは砂糖や葡萄酒の輸出として作られたものであった。また1431年の発見によるアソレス諸鳥もこ 

れと同様に移民による耕作がなされていることもそうであって，いわばポルトガルの第15世紀前半

の初期発見は,:いずれも発見一移民一栽培一輸出といったバタ一ソに特徵づけられ，そこにポルト
、 C14)

ガルにとっての地理的発見の経済的意義があったといわなけれぱならない0 これはスペインのそれ

との根本的相違であったし，後にブラジルにおけるポルトガルの植民の産業を決定する重要な背景 
(15)

にもなったものである。しかも，多くの人々が見逃している点は，ポルトガルのこうした第15世系己

前半の地理的発見の同国にとっての経済的意義が，実は^434年以後のァフリ力西海岸に対する探索
,

の費用の出所であったということである。すなわち, この有名な探索に要した費用は，マディラ島

の輸出資易が生ずる収入のうち，主室が受取る五分のー税よりまかなわれたものであった。それ故

に，ポルトガルのアフリ力西海岸探索は，これ以前における諸島の発見と植民と経済的に結びつい

ているものとして理解されねぱならないであろう。 ,

もq とも，このマディラ島からカナリア諸島を経てポジャドール卿を廻り，プランコ师に達する

探索から，ポルトガルの地理的探索の目的なりそのパターンは大きく変化しつつあった。すなipちt

そこでの具体的な経済的果爱は，奴諫貿易.や回教徒の隊商との接触による東方物資との交換である

前者にしても,.しばしぱ奴諫捕獲の史実が強調されるけれども’ の多くは回教徒との奴謙贸易で

あった。そして当初はこのアフリカ奴織がポルトガル南部ウ農業にむけられたことは確かであるがナ 
3 - ■ (16) 

更にすでに発見した諸鳥の輸出プランチーシg ンの労働力にも受入れられたことは重要な点である》

注ひ4) r プティラ岛のそれは欧洲砂糖市場を席巻し，1580年以降，約 1世を2にわたりズ砂糖lit紀を享受し，第 17世紀前半の 

砂地船0 は :100隻とされ, 彼印度香料貧具に敗退する本国の存亡を左右するはどの国家的意義を担った(r近藤仁之® 

領西印度諸鳥における砂糖ホ命の経济め意義J 社会経済史学1965 • 30号）

(15) C.プルタードrプラジル経济の形成と発展J 水 一 訳 ，前稿でも記したように，その砂糖栽培は欧洲市場を中心にラ 

チン. アメリカ. カリプ⑩諸鳥の経资発展おに欠くべからざるものである。殊にプラジルについズは重廣であり，本稿 

では，とれにいかに動的な速関をもつに至るのかが，■換言すれば内的必然性をもってひかれる発展パイプにどのような 

形で/ダ火されるかを漆ろうとするものである0

(16) ゴ•リツク ‘ ウイリアムズ[資本主義と奴辣制J 中山毅訳0
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発展拠点としてのイペリア経済の特質 ■

そこで，これを前述のような請島の地理的発見の経済的意義と結びつけられるならば，それは発見 

一移民一栽培一輪出丁アフリカ西海岸探索*^奴諫輸入一栽培^輸出という一つの動的プロセスを形 

づくることになろう。と同時に, 奴識労働による砂糖栽培は，後におけるブラジルやカリプ海の産 

業，生靡様式の原型をなすものとして注目されなけれぱなるまい。しかし，アフリカ西海岸の探索 

は，そめ費用が王室の五分のニ税に依存していただけに，いわぱポルトガル及びその属領の新諸島 

における農業生産力と輸出利益に根本的に•は制約されていたことはま美である6 以上のよ.うに,探 

索が奴諫資易という果実を生み，輸出生産の基礎にすえられたとはいえ，それだけ'探索の経済 

的な拡大再生産は, 当時の状況では必ずしも不十分であったことは当然と言免よう。これに対してデ 

回教徒とのアプリ力れおける貿易は，東邦物資の欧州へのこれまでの流入ル^ ト-から，はるかには 

ずれていたポルトガルにとって，新しいルートを切り開くもめであったし，車接この資易の利益を 

取得する機会を持つものであったという意除で，これは探索のみ力を一層堆すものであり，またそ 

の結果としてり貿易の利益が，探索ic よる資易への機会に対する投資の源泉となるという新しい動 

的なプロセスを生んでいったと解される。ここに最も麼史的な喜望峰迁回の航路発見が実現し，ポ 

ルトガルは，それまでとは異なる経済発展の姿をもつに•至るのであった。これこそ前節まで述べて 

きたスペイン.との新大陸発見前のポルトガルの特徵があると言えるのではあるまいか。

(商学部教授>
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